
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１４１０１

基盤研究(C)

2014～2012

中等国語科教材のレトリックへの焦点化による関連型学力・授業モデルの構築とその検証

Construction and inspection of literacy and an instruction model in reading 
connected with writing focused on rhetoric in teaching materials for the senior 
high school Japanese curriculum

６０３２５３０５研究者番号：

守田　庸一（MORITA, Yoichi）

三重大学・教育学部・准教授

研究期間：

２４５３１１１６

平成 年 月 日現在２７   ５ ２３

円     4,000,000

研究成果の概要（和文）：本研究では、授業分析を中核とした調査の実施とその考察によって、後期中等教育（高等学
校段階）の国語科教科書（国語総合・現代文）に掲載されている説明的文章教材におけるレトリックに着目し、読むこ
との授業における立場性の意識化と立場の往還によって成り立つ、理解と表現の関連型国語学力および授業モデルを構
築した。また、構築した関連型国語学力と授業モデルの、国語科教師およびその授業実践に対する有効性を検証した。

研究成果の概要（英文）：We examined literacy and an instruction model in reading connected with writing. 
We focused on rhetoric in teaching materials for the senior high school Japanese curriculum. Through an 
analysis of reading classes and other research, we constructed and inspected literacy and an instruction 
model in reading connected with writing, which is composed of consciousness of positions and shift 
standpoints in reading classes.

研究分野： 国語教育学

キーワード： レトリック　説明的文章教材　関連型学力・授業モデル　高等学校　国語科
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 日本の中等教育における国語科授業では、
理解力と表現力を切り離し読解に終始した
教育を主に行ってきた。学習指導要領や教師
の心性に深く根を下ろした「正確に理解す
る」すなわち明示された情報の再生を学力と
みる信念（学力モデル）は、授業実践を規定
し、学習者の学力を制限している。言語理解
と表現を「リテラシー」という概念で統合的
にとらえる国際的な学力調査（ＰＩＳＡ）は、
その問題を浮き彫りにしたといえる。ところ
が、理解と表現の能力関連をはかる関連型学
力が、後期中等教育（高等学校段階）におい
て理論的にも実践的にもまだ明確になって
いなかった。 
 
２．研究の目的 
 上記の背景をふまえ、本研究では、後期中
等教育における“理解と表現の能力関連をは
かる関連型国語学力および授業モデル”を構
築するとともに、その有効性を検証すること
を目的として設定した。具体的には、研究期
間において次の研究課題を明らかにするこ
とを目指した。 
(1)後期中等教育の国語科で扱われる教材の
うち、特に説明的文章教材におけるレトリ
ック（読者を納得させるための表現方法）
に着目して、理解と表現の関連型国語学力
および授業モデルを構築する。 

(2)構築した関連型学力と授業モデルの、教
師およびその授業実践に対する有効性を検
証する。 

 
３．研究の方法 
 本研究においては、主に次のような方法に
よって研究を進めた。 
(1)文献調査 
 研究期間において使用された高等学校国
語科教科書（国語総合および現代文）掲載の
説明的文章教材（評論教材）について、レト
リックに着目しその使用頻度等を調査した。
この調査においては、必要に応じて教師用指
導書も参照した。 
 また、ＯＥＣＤの提示したキーコンピテン
シーおよび読解リテラシーに関する先行研
究を調査し、本研究の位置づけについて検討
した。 
(2)記述調査 
 当初は学習者（高校生）を対象とした記述
調査を予定していたが、調査用紙作成のため
の基礎情報が得られなかったことから、下記
(3)のインタビュー調査によりそれを補った。 
 また、現職の教員を対象とした記述調査を
実施し、説明的文章教材のレトリックに対す
る反応や意識を把握し、その学力観や授業観
に迫った。 
(3)インタビュー調査 
 現職の教員を対象として、(2)の記述調査
では得られない情報を把握するためのイン
タビューを行った。 

(4)授業分析 
 本研究の中核に位置づけられる調査とし
て、複数の授業を分析した。この調査では、
以下のような教師による授業を対象とした。 
①先進的な授業を継続して実践している、豊
かな教職経験を有する教師 

②既存の授業を乗り越えた新たな実践の創
造に意識が向けられている、中堅の教師 

③国語科授業の改善に課題意識を持つ、初任
に近い教師 

 ①の教師による授業は、実践の到達点を把
握しモデルを仮説的に導出するための先進
的な授業（2012 年度）、②の教師による授業
は、モデルに応じた実験的な授業（2013 年度）、
③の教師による授業は、モデルの有効性を検
証することを意図した授業（2014 年度）であ
る。なお、それぞれの教師に対して(3)のイ
ンタビュー調査を並行して行った。 
 
４．研究成果 
 高等学校の国語科教科書に掲載されてい
る説明的文章教材におけるレトリックは、小
学校や中学校の国語科教科書に載っている
説明的文章教材においても見ることができ
る。たとえば対比してものごとを論じること
で、それぞれの特徴を明らかにするという述
べ方の場合、小学校（１年生）の説明文教材
である「どうぶつの赤ちゃん」（光村図書）
でも、高等学校（国語総合）の評論文教材で
ある「水の東西」（第一学習社ほか）でも見
ることができる。ただし、「どうぶつの赤ち
ゃん」の場合は「ライオン」と「しまうま」
のいずれかの価値を主張するために両者が
対比されているわけではない。一方、「水の
東西」の場合は、「鹿おどし」と「噴水」の
うち、「鹿おどし」に重心が置かれ、そこか
ら日本人の「形なきものを恐れない心の現
れ」が導出される。つまり具体的な事象（「鹿
おどし」）から抽象的な日本人の内面に迫る
という論述の中に、「鹿おどし」と「噴水」
の対比が組み込まれているのである。筆者は
日本人の内面の優位性を認めており、この文
章はその立場から論じられている。 
 こうした小学校から高校にかけての教材
のありようから、後期中等教育においては、
対比そのものというよりも、筆者がどのよう
な立場からその対比を表現しているのかを
明らかにすることが重要となる。つまり、レ
トリックそのものを読み取るのは重要な行
為ではあるが、そこにとどまるのではなく、
それを行使した筆者に寄り添ってその立場
から行為を分析したり、あるいはそれと読者
としての自らの立場との間を往還したりす
ることが重要であると考えられる。これは表
現者と理解者との間を往還するということ
であり、そこに理解と表現の関連型学力を見
いだすことができるのである。記述調査によ
ると、教師は説明的文章教材におけるレトリ
ックに対してその存在価値を認めている。ま
たインタビュー調査でも、初任あるいはそれ



に近い教師であっても、説明的文章教材を読
むことの授業において、書くことを意識して
学習指導に臨んでいることが明らかになっ
た。ただし、教材の読みを通じて理解と表現
の関連型学力を育てようとするのであれば、
授業において、立場性の意識化と、立場の往
還が学習者にもたらされることが必要とな
るのである。 
 以下、立場性の意識化と立場の往還という
観点で、本研究で扱った授業についての分
析・考察の結果を記す。 
 
(1)先進的な授業を継続して実践している、
豊かな教職経験を有する教師による授業 

 
・実施時期 2013 年２月 
・対象 三重県立津西高校２年生 
・授業者 澤口哲弥（同校教諭） 
・教材 「想像としての現実」（若林幹夫） 
 
 本研究において、この授業は、実践の到達
点の把握とモデルの仮説的導出に資する先
進的な授業として位置づけられる。全５時間
の授業では、概ね次のような学習が行われた。
（以下の①～⑤は、学習指導案の記述に添い
つつ、それをまとめたものである。） 
 
①筆者が「一般的にそう思われている」と考
えていることを推論し、論点と主張の組み
合わせを考える。 

②論拠をとらえ筆者の意図について考える
ことを通じて、論拠を仕立てていく筆者の
構想を推論する。 

③論証を吟味する。 
④他の事例と関連付けて、その類似性を論証
する。論理的に両者の関連性、類似性を説
明する。 

⑤筆者の論証に関してレトリックを批評す
る。 

 
この一連の過程では、筆者に寄り添うとこ

ろから始まり（①～②）、その上で読者の立
場から批評が行われている（③～⑤）。ただ
し、④は筆者と類似の経験を学習者に求めて
いるものでもあり、この活動においては筆者
の立場と読者の立場の往還が行われると考
えられる。 
 また、この授業では立場性の意識化が図ら
れている。たとえば②において、次のような
学習が行われている。（引用は学習指導案の
記述による。） 
 
参考資料としてさまざまな地図を集めたプ
リントを配布し、それらがどのような立場か
ら何を目的に作られた地図であるかを考え、
「現実」が唯一のものではないことに気付か
せる。 
 
また、立場の往還を実現させるという点に

おいても、様々な手立てが講じられている。

自己以外の立場から論証を構築するといっ
た行為はたとえばＰＩＳＡにも見られるが、
授業者はそうした営みを実現させるための
重層的な手立てを用意していたといえよう。
④では、他の事例と関連付けて類似性を論証
するためのワークシートが用意され、具体例
の提示（関連付け）→論拠の整理（類似性の
指摘とベン図による確認）→説明（文章化）
といった過程を経る学習が成立するように
促されている。また、授業者自身も「写真」
を具体例として挙げ、それが具体例としてふ
さわしい理由を述べている。つまり、この授
業において学習者は、筆者、読者である自己、
そして別の読者である教師といった複数の
立場を行き来しながら、表現を行っている。
その過程では、自らが具体例を導出するため
に、教材を改めて読解して筆者の認識を再確
認する必要もある。ここに、複数の立場を往
還することによる理解と表現の関連型学力
モデルを描き出すことができる。また、そう
した往還を実現するためには立場性の意識
化が前提として必要であることから、立場性
の意識化、そして立場の往還という授業モデ
ルを想定することも可能であろう。 
 
(2)既存の授業を乗り越えた新たな実践の創
造に意識が向けられている、中堅の教師に
よる授業 

 
・実施時期 2014 年２月 
・対象 私立暁高校２年生 
・授業者 矢倉真宏（同校教諭） 
・教材 「未知へ向けての信号」（武満徹） 
 
 本研究において、この授業は、上記(1)の
授業等をふまえて仮説的に構築したモデル
に応じた、実験的な授業として位置づけられ
る。この授業は１時間で行われた。そこでの
学習の過程を以下に記す。 
 
①教材本文を読む。 
②レトリックを分析することで、本文全体を
読解する。 

③筆者の認識・思考や表現と、自己の周囲に
おける事象あるいは既読のテキストとを関
連付ける。 

 
 一つの教材に多くの時間を割り当てず、あ
えて短時間で読了させることを目指した実
践であるが、その分、学習は焦点が絞られた
ものとなっている。学習過程の②では、レト
リックの分析が行われており、これは読者の
立場から筆者の表現行為を批評することに
結びつくものである。そこでは、特に比喩表
現に対する焦点化が図られている。学習指導
案には、次のように記されている。 
 
比喩表現や対比などに気付き、比喩ならばど
のような比喩が用いられているか、対比なら
ば何と何が比べられているかを確認する。 



 
 ただし、この授業は、そうしたレトリック
の指摘に終わっていない。学習指導案の記述
によれば、「それらの比喩が『何をさしてい
るのか』ではなく、そのように考えるように
なったきっかけを本文から探す。」とある。
つまり、それをレトリックとして認識した読
者としての自己をとらえ直しながら、レトリ
ックがレトリックとして成立していること
の論証を求めているのである。 
 さらに本授業では、③において、他の事例
との関連付けが求められている。特にここで
は既読テキストの想起も求められている。授
業者は多読も重視した授業を行っている。
（本授業で教材を１時間で読ませたのもそ
れを意識してのことである。）そのため学習
者はこれまでに多くの説明的文章教材を読
んできており、ここでそうした多読の成果が
表れる。いずれにしても、これは先に示した
(1)の授業における④と同じように、筆者と
類似の経験を学習者に求めているものでも
あり、この活動においては筆者の立場と読者
の立場の往還が行われると考えられる。ここ
に、立場の往還を求める授業モデルの具現化
を見ることができる。以下に、そうした往還
に学習者を誘う問いを、学習指導案の記述よ
り引用する。（「・・・」は引用の省略を表す。） 
 
・・・「他者の眼で私たちが生まれ育った地
域の文化を、その内から、見ることができる」
というようなことは他にないか。・・・「自立
した自由な人間になるために」ということは、
武満は、今は「自立した自由な人間」になっ
ていないと考えている。どういったところに
自由ではないと感じているのか。わたしたち
は何かを自由に評価・理解しようとしながら
も、自由にはできていない。そういったこと
は身のまわりで起きていないだろうか。 
 
(3)国語科授業の改善に課題意識を持つ、初
任に近い教師による授業 

 
・実施時期 2015 年２～３月 
・対象 三重県立四日市商業高校１年生 
・授業者 奥田義経（同校教諭） 
・教材 「水の東西」（山崎正和） 
 
本研究において、この授業は、モデルの有

効性の検証を意図した授業として位置づけ
られる。 
 全８時間で行われた本授業の学習過程の
概略は、以下の通りである。 
 
①文章全体から、筆者の立場、論点、主張を
把握する。 

②各段落の内容を読解する。 
③「東西」の枠組みで事象を認識し表現する。 
 
 インタビュー調査によると、授業者は教職
歴２年目であり、初任時より(1)の授業を行

った教師に学び、関連型国語学力・授業モデ
ルに接している。そしてその中で、高校にお
ける説明的文章指導では立場性に留意する
ことが重要であるとの認識を得ている。この
授業でも、①で筆者の立場に留意しつつ、③
では、(1)や(2)の授業と同じように、筆者と
類似の経験を学習者に求めて、筆者の立場と
読者の立場の往還を追求している。また本実
践における学習者の記述についても、「（取り
上げた二つの物事の）違いを説明するにとど
まる生徒の記述が多い」といった分析を行っ
ており、そうしたとらえ方にも、立場性への
意識がうかがえる。この授業は、立場性の意
識化と立場の往還を企図した授業モデルに
基づくものである。そのような授業において、
初任に近い授業者でも、学習者の記述の限界
を把握している。説明的文章を読むことの授
業におけるそうした教師の認識は、今後の学
習者の学力形成、とりわけ理解と表現が関連
付けられた学力の育成に資することが期待
される。この点に、本研究において明らかに
した立場性の意識化と立場の往還による、理
解と表現の関連型学力育成の可能性が拓か
れ、また授業モデルとしての有効性が示唆さ
れるのである。学力形成と授業改善という二
つの観点から見て、本研究で追究した関連型
国語学力および授業モデルは効果的である
と考えられる。 
ただし、本授業においては、授業者がレト

リックについての知見を持っている一方で、
レトリックへの学習者の着目は希薄である。
１年生を対象とした実践である点において
(1)や(2)の授業のようなレトリック批評あ
るいはレトリック分析は難しいが、レトリッ
クへの着眼はさらに必要であろう。学習者に
立場性を意識させたり立場を往還させたり
する際に、教師が持つレトリックの知見をい
かに導入するのか、その方法を一般化するこ
とについては、本研究では具体的かつ詳細に
提案するに至らなかった。今後の検討課題と
したい。 
 本研究では、上記(1)～(3)の授業とその分
析を経て、立場性の意識化と立場の往還によ
って成り立つ、理解と表現の関連型学力と授
業モデルを構築し、教師およびその授業実践
に対する有効性を検証した。これは、後期中
等教育における理解と表現の関連型国語学
力が明らかになっていないという状況の改
善を促すものでもある。 
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